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５月 13 日(月)・14 日(火)の２日間、岩手県で校外研修を実施しました。１日目はあいにくの天候のた
め、当初予定していた「田植え体験」はできませんでしたが、その代わりとして花巻市博物館、宮沢賢治
記念館、宮沢賢治童話村を見学しました。また、その他の研修は予定通り実施することができました。大
きなトラブルもなく、時間通りに活動することができたのは、事前学習に真剣に取り組んだことに加え、
実行委員を中心に検討した持ち物やルールなどを一人一人が守るように努めた結果であると考えます。 
 学校だけでは学習・体験することができない２日間を通して、多くの学びを得ることができました。そ
して、友人と生活を共にすることで、絆をより一層深めることができたと思います。 
 

 

 

 私は校外研修の２日間の中でたくさんのことを学ぶことができました。その中で、岩手の人物・歴史
など、岩手について詳しく学習しました。その学習の中で、人の優しさや温かさを多く感じることがで
きました。校外研修で出会い、関わる人たちは、笑顔で迎え入れてくださいました。そして、何かをす
る度に、校外研修のためにたくさんの準備をしてくれたのだと思いました。普段の生活では気付かな
いことを、校外研修で気付き、学習することができました。              （１組 F・Hさん） 

 僕はこの校外研修で、楽しみながら学習することができました。その中で深く印象に残ったことは、
小岩井農場と自主研修です。小岩井農場では今まで知らなかった牛の賢さや、牛を育てている人たち
の努力やスゴさが分かりました。自主研修では、いろいろと失敗してしまい、少ししか調べることがで
きませんでした。この失敗が二度と起こらないように、これからまた同じようなことがあった時は、も
っと正確に調べて困らないようにしたいです。                （２組 S・Rさん） 

１日目は雨が降り、田植えができませんでしたが、宮沢賢治記念館で友達と仲良く宮沢賢治につい
て知ることができました。ホテルの中では、友達と遊んだりして良い思い出をつくることができまし
た。２日目は晴れで、良い気分で自主研修に行けました。自分たちで考えたことをしっかりでき、大き
な事故もなく、時間を守れ、メモも取れていたので、スローガンの楽学両道～岩手で学び、岩手で楽し
む～を達成できたと思います。                       （３組 S・Hさん） 

私はこの２日間、スローガンである「楽学両道」を達成できる良い校外研修にすることができたと思
います。「楽」の「岩手で楽しむ」は、自主研修のとき、友達と会話をしたり、一緒に活動したりする
ことを楽しむことができました。また、ホテルやバスであまり話したことがない人とも話すことがで
きました。「学」の「岩手で学ぶ」は、小岩井農場や中尊寺で、ガイドさんの話をよく聞き、メモを取
って学ぶことができました。そして、バスの乗り降りの時に、「よろしくお願いします」「ありがとう
ございました」と感謝を言動で示すことができました。これからも感謝の気持ちを忘れずに生活して
いきたいと思いました。                          （４組 N・Hさん） 

 皆さんは校外学習の２日間どうでしたか？私は楽しかったです。特に自主研修が楽しかったです。
もりおか歴史文化館では、写真を撮るコーナーがあり、友達と一緒に写真を撮ることができました。食
事もおいしくいただきました。焼肉や冷麺を食べ、食文化に触れることができました。友達と一緒に食
べるからこそ、さらにおいしく感じました。全体として、学校の仲間と思い出をつくることができたの
が良かったです。                             （５組 K・Nさん） 

 



 

 
↑出発式での実行委員長(Y・Aさん)からの言葉   ↑バスでの会話も楽しみの１つです  ↑花巻市博物館で学習中(田植えしたかったな…) 

 
↑宮沢賢治童話村を散策中   ↑小岩井農場 SDGs バスツアー  ↑メモを取りながら説明を聞いています 

 
↑普段見られない場所も見学できました  ↑ソフトクリームに行列ができました  ↑小岩井農場の気温は１３℃。 

 
↑寒くてもソフトクリームは食べます！    ↑広い宴会場での夕食です    ↑ご飯が無くなるほどお替りしました 

 
↑おいしい夕食をいただきました   ↑部屋でのリラックスタイム  ↑より一層、友達との仲が深まりました 


